
　新年早々の能登の地震です。大勢

の方が被災され、亡くなられまし

た。不幸にも御亡くなられた方々に

は心からご冥福をお祈りすると共

に、被災された方々にはお見舞い申

し上げます。


　さてこの写真は、昨年の４月４日

に高尾の多摩自然科学園・桜保存林

の桜です。今年は、例年に比べても

暖冬で春が早そうです。東京の桜開

花予想が３月中旬ですから。この景

色を堪能するには４月では遅いので

は。ということで、３月の高尾山、

２回やります。３月下旬には高尾山の桜が見頃を迎える読みで、１回目は早春の花を求め

て、２回目は一丁平からもみじ台のヤマザクラを堪能しようという計画です。 

　ところで皆さん、「三頭山の日」があるのを、ご存知でしたか。３月１３日だそうで、

ゴロ合わせですが。私はつい最近知ったばかりです。面白いと思って計画しました。ぜひ

皆さん、三頭山の日に三頭山に登りに行きましょう。３月の三頭山にはどんな景色が待っ

ているでしょうか。３月は花の季節です。浅間尾根のフクジュソウ、長渕山ハイキング

コースではカタクリです。同じカタクリですが、三毳山の群落は素晴らしいの一言です。

毎年でも訪れたい。そんな花尽くしの３月の確定表をお送りします。


　能登地震発生から1ヶ月が経とうとしていますが、被災された方々が体育館などでの雑

魚寝という避難生活が当たり前のように報道されています。日本同様に地震大国のイタリ

アの避難所には、家族単位で入れるように数百のテントが用意され、空調も完備し床には

じゅうたん、ベットも人数分が確保され、食堂テントでは温かな食事が３食提供されると

いう。それに引き換え、日本の現状は本当に悲惨です。自国民がこのような境遇に置いて

いて、この国の政治を司る人達はどのように思っているのでしょうか。ちなみにイタリア

の仮設住宅は、家族の人数に応じて2LDK(60㎡)〜4LDK(100㎡)が基準で、家具や食器、

家電も付いていると聞きます。それらを管理・運営するための常設の政府機関、イタリア

なら「市民安全省」があります。自己責任の国と言われているアメリカにだって「連邦緊

急事態管理庁」があります。しかるに世界有数の地震大国、災害大国の日本にはこのよう

な常設の政府機関すらありません。この４０年ほどの間に私たちは、大きな地震だけでも

２桁を数え、阪神・淡路大震災、東日本大震災など巨大震災も経験しました。そして今回

の能登半島震災です。復興庁も次元立法による臨時の組織です。どれだけ災害に遭えば、

本格的な対策に国として取り組むようになるのでしょうか。「自助・共助・公助」は、菅

元首相の言葉です。しかし、本来国の指導者の言葉であるならまずは「公助」ではと思っ

てしまいます。裏金づくりに勤しむかの党の政治家には、国民の苦しみは届かないので

しょうね。直近の５年だけでも数十億円の裏金が動き、それに群がる政治家の姿は、まる

でホラー映画のゾンビのよう、と暗い気持ちにもなります。


　「民主主義国家においては、国民はその程度に応じた政府しかもちえない」とはかの松

下幸之助の言葉です。もっとも裏金問題で沈黙する松野元官房長官は、松下政経塾出身と

いうのは、とても皮肉にも感じていますが。


それでは皆さん、また山でお会いしましょう！


※封筒のお名前の後ろの数字は、2024年01月末現在のポイントです。 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